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本日の内容 2

１．防災街づくりの検討経緯について

（１）これまでの検討経緯

（２）まちの現状と課題
① 消防困難活動区域 ② 消防救助活動スペース ③ 住宅

２．防災街づくり計画（案）の内容について

（１）防災街づくりの目標

（２）防災街づくりの方針

（３）防災街づくり方針図

（４）方針１：防災生活道路の拡幅整備

（５）方針２：建物の不燃化の促進

（６）その他の取組み

３．今後のスケジュール

４．質疑応答
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１. 防災街づくりの検討経緯について



（１）これまでの検討経緯

１. 防災街づくりの検討経緯について

防災街づくり計画（案）説明会

防災まちづくり検討会の開催（計２回）令和３年６月～７月

令和４年４月１６日

西新小岩五丁目町会から

防災まちづくり構想（資料３）の提案
令和３年１０月６日

まちづくりニュース発行（資料４）令和３年８月

総合危険度・火災危険度のランクが最も高い５に位置付け
（地震に関する地域危険度測定調査）
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平成２６年～

平成３０年

火災が数件発生（うち死傷者が３名）

西新小岩五丁目町会から

防災街づくりの取組への要請

本日

現況調査の実施令和元年



西新小岩五丁目地区

建物倒壊危険度
区内順位 １６９位

ランク ４

火災危険度
区内順位 ７８位

ランク ５

災害時活動困難度
区内順位 １,０４９位

ランク ３

総合危険度
区内順位 ７３位

ランク ５

（２）まちの現状と課題

 東京都「第８回地震に関する地域危険度測定調査(平成３０年３月)」において、

総合危険度が最も危険性の高いランク５となっており、都内５,１７７町丁目中７３

番目に危険度が高い地域として位置付けられています。

危険性が低い 危険性が高い

１. 防災街づくりの検討経緯について 5



１. 防災まちづくりの検討経緯について 6

 令和元年度に区が実施した調査の結果、地区内には４m未満の細街路が多く、消防

活動困難区域が発生しています。

 消防活動困難区域は、地区の約２７％（約６.１ha）にあたります。

※消防活動困難区域とは？
消防自動車の出入りができる幅員
６ｍ以上の道路からホースが到達
する距離１４０ｍ以上離れた区域
を指します。

図 消防活動困難区域イメージ

140m

消防活動
困難区域

幅員６m以上の
広幅員道路

（２）まちの現状と課題

① 消防活動困難区域



 地区内の４m未満の道路の面積

は４０%を超え（私道を含む）

ており、地区内には、緊急車両

の活動スペースが十分に確保で

きていない箇所が多くあります。

 例えば、災害時には救急車によ

る 救 護 ス ペ ー ス （ ス ト レ ッ

チャーの切回しなど）や消防車

による消火活動スペース（ホー

スの設置・取り回しなど）が必

要になります。

救護活動 消火活動交通誘導

道
路
幅

4
m

道
路
幅

6
m

活動スペースが確保できる

（２）まちの現状と課題

１. 防災街づくりの検討経緯について

② 消防救助活動スペース
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 幅員が４m未満の道路上

に車両や障害物等がある

と消防車の通り抜けが困

難になります。

（課題①）

 幅員が狭い場合や車両や

障害物等によって消防車

が火災現場に近づけない

場合には、通常時の消火

よりも時間を要します。

（課題②）

課題① 幅員４ｍ未満の道路

道路幅 4m未満

停車中の
乗用車

通り抜けが困難

課題② 消火活動に時間を要する

消火栓

火災現場

ポ
ン
プ
車

人力で火災現場
に接近

（ホースカー）

道路幅 4m未満

消火栓付近のポンプ車から
火災現場付近のホースカーへ
ホースを繋ぐ

消火栓付近に
ポンプ車配置

（２）まちの現状と課題

１. 防災街づくりの検討経緯について

② 消防救助活動スペース
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１. 防災まちづくりの検討経緯について 9

 宅地規模の大きくない住宅の分譲が増えており、家と家の隙間が狭まることで火災

延焼のリスクも増加します。

 住宅戸数の密度が７２.０戸/ha ※であり、木造住宅密集地域に指定されています。

 建築構造別では、木造系の建物が６割以上を占めてます。

※東京都の「防災都市づくり推進計画」(平成28年3月)において、住宅戸数密度は５５戸/ha以上が密度が高いとしています。

■令和元年時点の建築構造別の割合(登記簿謄本上)

（２）まちの現状と課題
③ 住宅

（3棟）

（320棟）

（380棟）

（361棟）

（30棟）

木造系建築物が
6割以上

全体
1094棟

図 建物構造別現況図（H28）
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２. 防災まちづくり計画（案）の内容について



２. 防災まちづくり計画（案）の内容について 11

地区の骨格となる防災生活道路の拡幅整備や建物の不燃化建替えの促進により、
消防活動困難区域を解消するとともに、不燃領域率※を４６％から７０％に改善
し、燃え広がらない・燃えないまちを目指します。

（１）防災街づくりの目標

燃えにくい

0
100

100

50

焼
失
率(

％)

不燃化領域率(％)

70

棟数1万棟の場合

目標値：７０%

燃えやすい

図 不燃化領域率と焼失率の関係

現状：４６%
焼失率３０%程度

焼失率０%
46

30

※不燃領域率とは、市街地の燃えにくさを示す指標です。
７０％を超えると延焼による焼失率は、ほぼゼロとなります。



２. 防災まちづくり計画（案）の内容について

地区の骨格となる
防災生活道路の拡幅整備

方針
１

建物の不燃化の促進

方針
２

（２）防災街づくりの方針

主な
効果

幅員６ｍ以上の防災生活道路
Ａ路線及びＢ路線の整備

取組

消防活動困難区域の解消、
消防活動の円滑化

震災時の避難路の確保
モンチッチ公園(防災活動拠点)

へのアクセス向上

地区にお住いの方や土地・建物
等の権利者の皆様との協働によ
る建替えのルールづくり

不燃領域率の向上
火災による建物延焼・焼失

の防止

取組

主な
効果
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中川

平和橋児童遊園

（一時集合場所）

古谷野児童遊園

（一時集合場所）

モンチッチ公園

（防災活動拠

点）

西新小岩三丁目

東四つ木二丁目

東新小岩七丁目

本田消防署
上平井出張所

防災生活道路
A路線

防災生活道路
B路線

ゲートボール場

（一時集合場所）

２／２

（３）防災街づくり方針図

： 西新小岩五丁目地区

：細街路（２項道路）

２. 防災まちづくり計画（案）の内容について 13



２. 防災まちづくり計画（案）の内容について

■道路の幅員５ｍ以上６ｍ未満

■通学路が交差（見通しが悪い）

■自転車及び歩行者専用
（２.５m程度）

■道路の幅員が狭い
（４ｍ程度）

■道路の幅員が狭い
（３.５ｍ程度）

A

防災生活道路Ａ路線（延長約５３０m）の現状について

一方通行規制区間

車幅制限

大型車等
通行止め

車両進入禁止（平和橋通りから）

■幅員が狭まる（５.５m→４m程度）

A
’

自転車歩行者
専用道路

自転車歩行者
専用道路

3.0m程度 2.5m程度4.0m程度

葛１４号

民地 民地

【A-A'断面】

（４）方針１：防災生活道路の拡幅整備

14



２. 防災まちづくり計画（案）の内容について

中川

■隅切りが無く、曲がりづらい

古谷野児童遊園
（一時集合場所）

モンチッチ公園
（防災活動拠点）

防災生活道路Ｂ路（延長約３８０m）の現状について

大型車等
通行止め

■見通しが悪く、幅員が狭い
（４.０ｍ程度）

車幅制限

（４）方針１：防災生活道路の拡幅整備
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（４）方針１：防災生活道路の拡幅整備

２. 防災まちづくり計画（案）の内容について

密集事業
の進め方

16



２. 防災まちづくり計画（案）の内容について

地区の骨格となる
防災生活道路の拡幅整備

方針
１

建物の不燃化の促進

方針
２

主な
効果

幅員６ｍ以上の防災生活道路
Ａ路線及びＢ路線の整備

取組

消防活動困難区域の解消、
消防活動の円滑化

震災時の避難路の確保
モンチッチ公園(防災活動拠点)

へのアクセス向上

地区にお住いの方や土地・建物
等の権利者の皆様との協働によ
る建替えのルールづくり

不燃領域率の向上
火災による建物延焼・焼失

の防止

取組

主な
効果

17

（２）防災街づくりの方針



幅員6m以上

地区全体のルール

避難ルート
の確保

地震などによる
火災発生

一時集合場所
避難場所へ

重要な避難ルート
沿道でのルール

２. 防災まちづくり計画（案）の内容について

（５）方針２：建物の不燃化の促進

 延焼被害の軽減を図るため、
地区にお住まいの方や土地・
建物等の権利者の皆様との協
働による建替えのルールづく
りを行います。

 建替えルールを決めることで、
火災による建物の延焼や焼失
を抑制、防止します。

 取り決めたルールは建替え時
に発生するもので、今すぐに
取りかかるものではなく、都
市計画に位置づけられ、長期
的にまちづくりを進めていく
ものです。

建替えルール適用のイメージ
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２. 防災まちづくり計画（案）の内容について

 地区全体で、不燃化のルールに取り
組み、耐火性の高い建物になるよう
検討します。

 延床面積が５００㎡未満の建物は、
準耐火建築物または耐火建築物、５
００㎡を超える建築物は耐火建築物
になるよう検討します。

 準耐火・耐火建築物は、延焼する速
度を遅くし避難時間が確保できます。
火災が小さい段階で消防が到着し、
初期消火できる可能性が増します。

地区全体のルール

（５）方針２：建物の不燃化の促進
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 防災生活道路Ａ路線及びＢ路線を、重要な避難ルート（特定地区防災施設）に
指定することにより、沿道の建築物に対して、地区全体のルールに加えて、
①～③のルールの適用を検討します。

２. 防災まちづくり計画（案）の内容について

重要な
避難ルート ①間口率の最低限度

②壁面位置の制限

③敷地面積の最低限度

防災生活道路A路線・B路線の沿道ルール

地区全体のルール
(耐火性の高い建物へ)
＋①～③のルール

（５）方針２：建物の不燃化の促進
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○間口率： Ａ／Ｂ≧7／10○間口率： Ａ／Ｂ≧7／10

① 間口率の最低限度

 延焼防止機能や避難機能を確保するため、建築物
の間口率の最低限度を設定します。

A ＝ 建築物の道路に面する部分の長さ
B ＝ 敷地の道路に面する部分の長さ

間口率：
A / B ≧ 7 / 10

２. 防災まちづくり計画（案）の内容について

（５）方針２：建物の不燃化の促進

② 壁面位置の制限

 防災性の向上、安全な歩行空間、ゆとりある街並
みの形成を図るため、壁面の位置の制限を定めま
す。

（例：道路中心線から３.０m以上）

21

（３.０m以上）
壁面の後退



２. 防災まちづくり計画（案）の内容について

（５）方針２：建物の不燃化の促進

 土地の細分化を防止し、良好な市街地環境の維持・形成を図るため、
「敷地面積の最低限度」を定めます。

（例：６６㎡以上）

③ 敷地面積の最低面積

１００㎡１５０㎡

22
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２. 防災まちづくり計画（案）の内容について

（６）その他の取組み

① 空き家対策
防災・防犯・安全の観点から、空き家の発生予防対策や、危険な状態の空き家
などに対し、法に基づき助言や指導を行います。

② 細街路の拡幅
災害時の避難路や緊急車両の通行路を確保するため、建替え等にあわせて細街
路の拡幅整備に取り組みます。

③ 共同建替え等の支援
共同建替え等を希望する複数の土地所有者等に向けた、助成制度を設けます。

④ 代替地の検討
防災生活道路の整備に伴い、移転が必要となる方のため、代替地の確保を検討
します。

⑤ 街づくり協議会設置の検討
地域住民が防災街づくりを取り組む場として、街づくり協議会の設置を検討し
ます。
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３．今後のスケジュール



３. 今後のスケジュール

令和４年度 令和５年度 令和６年度

・
拡
幅
路
線
の
検
討

・
現
況
測
量

協
議
会
設
置
の
検
討

・
事
業
着
手
の
手
続
き

・
用
地
測
量

・
説
明
会
・
面
談
会

・
計
画
の
素
案
の
作
成

・
街
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス

発
行

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

・
協
議
会
の
実
施

短・中期

・
物
件
移
転

・
契
約
・
補
償
金
の

お
支
払
い

・
用
地
折
衝
・
協
議

・
建
物
調
査
な
ど

・
用
地
説
明
会

・
都
市
計
画
決
定

・
都
市
計
画
審
議
会

・
案
の
公
示
・
縦
覧

の
説
明
会

・
計
画
の
原
案

長期

令和７年度以降

建
替
え
ル
ー
ル

の
適
用

工
事

防
災
街
づ
く
り
計
画
（
案
）
説
明
会

ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行

方針
２

方針
１

建物の不燃化の促進（防災街区整備地区計画）

防災生活道路の拡幅整備（密集事業）
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葛飾区 都市整備部 街づくり推進担当課

〒124-8555 東京都葛飾区立石5-13-1

担当：大谷・門倉 電話：03-5654-8391(直通)

◇街づくりに関するご意見、お問い合わせ先◇

ご清聴ありがとうございました。

葛飾区では、SDGs（持続可能な開発目標）に積極的に取り組んでいます。
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４. 質疑応答 27

質疑応答

本日の説明会の内容について、

ご質問やご意見等がございましたら、

挙手にて、ご発表をお願いいたします。


